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住民が安心して住み続けられるための地域医療を！

地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会

News
2022.10.7.FRI No.105

東北労災病院．県立精神医療センター．仙台赤十字病院．県立がんセンター
どうなる？どうする！4病院再編統合移転問題

“聞けば聞くほど大問題！”
会場＆WEB参加者100名！

（写真／「地域から病院が消える」講師の今田先生）
10月1日（土）フォレスト仙台を会場に4病院再編統合移転問題をめぐり、東北労災病院を守る会

の後援もいただきZOOM併用で行い合計100名（会場69名、ZOOM31名）が参加しました。
講師の今田隆一氏（医師、新医協会長）は、「地域からベッド・病院が消える」と題して人口あたり

ベッド数が全国平均より少ない宮城県で、今回の再編統合移転が進められる問題点を、病院経営の現
状・課題、一般医療機能の充実の重要性に触れながら指摘し、病院と地域の関係の重さ、急性期病床
が減るだけで慢性期も回復期もベッドは増えない本質を話されました。
特別講演では小泉潤氏（医師、名取メンタルヘルス協会理事長）を迎え、「精神医療センター移転反対～

移転に伴う実害を考える～」と題し、名取病院以来、地域の人々と作り上げてきた地域ぐるみの精神
医療の実績、作業所やグループホーム、訪問看護とも連携して築いた地域医療の財産が移転によって
失われる危機感を訴えられ、移転によるマイナスではなくがんセンター西側移転でがんセンターも含
めた名取での充実を提案も話されました。
講演のあと、質疑応答、患者さん・当事者のみなさんからの率直な声が上がり、宮城県のすすめる

4病院再編がいかに県民の願いに反するものか、浮き彫りとなる集いとなりました。
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＜寄せられた感想、一部紹介＞

○質問・討論がみなさんレベルが高くて、2つの講演が深められたと思います。また、まとめの
閉会挨拶も良かったです。

○大変勉強になりました。

○当事者達の具体的な声を勇躍するような声、集いをもっと大きく重ねていく必要性をリアル
に感じることができました。

○“うん うん うん”とうなずくことばかり。

○内容を聞けば聞くほど、本当に大変な問題だと感じ、現場の状況を見ず聞かずの知事に対し
て、どう向き合っていけばいいのかと本当にもっともっと考えていかなければと思います。

○移転する地域、移転を受け入れる地域の住民意識を整合させる必要がある。問題点を関係者
だけでなく、広く知ってもらう必要がある。

○問題点をいろいろと知ることができて良かったです。政治の一方的な進め方で、当事者がす
べて入っていないのは問題だと思いました。

○問題の視点（精神医療利用者）を新たに認識できた。一般人（医療関係者ではない）ですが、
問題の認識ができました。

○4病院再編について参考になりました。

○当事者・地域住民に情報を出さず又意見も聞かずに独断での進め方で「選挙公約で信任を得
た」との結論にはならない。将来像も示さず秘密裏に具体化することは許されない。政府の
閣議決定をまねたのだろうか。このような地域医療のあり方も厚労省は認可するのだろうか。
ろうさい病院の患者で担当医から“○月までしか診てあげられない”と言われ途方にくれて
いる例もあります。

○私自身勉強不足もあって、よく理解できないところもありましたが、勉強すべき課題が見つ
かったような気がします。

○すべて今の国と同じ、市民・県民・国民・住民無視で進められていることに不安を感じます。

○精神医療について話を聞くことができありがとうございました。がんセンター．日赤か経営
主体になった場合の図がよくわかりました。医療の質の話も良かったです。がんセンターの
隣に精神医療センター設置を…私もそう考えていました。
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⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus

（注／報道記事転載の為、組織内資料扱）

2022年10月2日 河北新報
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2022年10月3日 河北新報
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2022年10月4日 河北新報
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2022年10月4日 河北新報
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2022年10月4日 河北新報
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2022年10月4日 河北新報

宮城・公立刈田総合病院
民間の指定管理者の候補に奈良県の医療法人
https://www.khb-tv.co.jp/news/14733871

10月03日 khb東日本放送

宮城県白石市の公立刈田総合病院の公設民
営化に向け病院の運営を担う指定管理者の選
定審査会が開かれ、奈良県に本部を置く医療
法人を候補に選びました。
公立刈田総合病院は、白石市、蔵王町、七

ヶ宿町の1市2町でつくる組合が運営する病院
で、赤字経営が続き経営の健全化が課題です。

1市2町は2023年3月末に組合を解散し、4月
には刈田総合病院を白石市立の病院にしたう

えで民間の指定管理者に運営を任せることにしています。
これまでに県外の2つの医療法人が応募していて3日、指定管理者の候補を選ぶための審査会が開

かれました。
審査の結果、奈良県に本部を置く医療法人、仁誠会を指定管理者の候補とすることが決まりました。
審査会は、週明けにも病院の管理者である山田裕一白石市長に結果を答申する予定です。
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公立刈田綜合病院の指定管理者候補 奈良県の医療法人を選出
https://www3.nhk.or.jp/tohoku-news/20221003/6000021179.html

10月03日 NHK仙台放送

来年4月から公設民営の病院として運営する
白石市の公立刈田綜合病院で、指定管理者の
候補を選ぶ審査会が開かれ、奈良県に本部を
置く医療法人が選出されました。

公立刈田綜合病院は、白石市と蔵王町、七
ヶ宿町の1市2町でつくる組合が運営する病院
で、大きな累積赤字が課題となり、来年4月か
ら公設民営の病院として運営を行う予定です。
3日は、病院運営を担う指定管理者の候補を

選ぶ審査会が開かれ、来年度からの運営を希望する県外の2つの法人が訪れて、企画提案を行いまし
た。
審査会のあと、伊藤貞嘉院長代行が病院内で記者会見を開き、奈良県に本部を置く医療法人「仁誠

会」が指定管理者の候補に選ばれたと発表しました。
会見の中で、伊藤院長代行は「2つの法人にはそれぞれ長所・短所があり、非常に難しい選定だっ

たが、医師を集める力や事業規模を決め手の1つにした。地域医療と連携し、住民に身近な病院を目
指して欲しい」と述べました。
組合によりますと、今回の結果を受けて、10月6日、組合の管理者である白石市の山田裕一市長が

正式に候補を決定したうえで、10月中に協定の締結を行う予定です。

“公設民営化”の公立刈田総合病院
運営は奈良の医療法人が候補に

https://news.yahoo.co.jp/articles/c3000736201a979559842ae7ae302bd74e8eec8d
10月03日 tbc東北放送

宮城県白石市の公立刈田総合病院の公設民
営化を巡り、3日の選考審査会の結果、奈良県
の医療法人が候補に選ばれました。

公立刈田総合病院・伊藤貞嘉院長代行:
「（審査の）結果ですけれども、仁誠会という
（医療）法人に決まりました」

来年4月の公設民営化を目指す公立刈田総合
病院では、先月26日に指定管理者の募集が締

め切られ、県外の2つの法人が名乗りを上げていました。
病院関係者ら6人が委員を務める3日の選考審査会では、採点形式で審査が行われました。
その結果、奈良県の医療法人「仁誠会」を指定管理者にすることが決定しました。詳しい選考理由

については、今後、ホームページなどで明らかにするということです。
一方、白石市の山田裕一市長が掲げている周産期医療の導入について、審査会は、人口的な面から

見ても黒字になる可能性は低いとして、導入に消極的な見解を示しました。
公立刈田総合病院・伊藤貞嘉院長代行:
「（周産期医療は）この町のレベルで100∼200人の妊婦を見るだけでは、到底普通は黒字になること
はない」

白石市などでつくる組合は、今月中に病院議会にかけ、協定を結びたい考えです。
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＜参考＞

医療法人「仁誠会」
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奈良県の医療法人が候補
宮城・白石市の公立刈田総合病院の公設民営化

https://www.mmt-tv.co.jp/nnn/news105ww3qwmlg1hgro1m4.html
10月04日 ミヤギテレビ

白石市の公立刈田総合病院の公設民営化を
めぐり、病院を運営する指定管理者の選定審
査会が3日開かれ、奈良県の医療法人が候補に
選ばれた。
公立刈田総合病院は白石市、蔵王町、七ヶ

宿町でつくる組合が運営する病院で、1市2町
は赤字経営の健全化を図るため来年3月に組合
を解散し、4月から公設民営化を目指している。
病院を運営する民間の指定管理者には県外

の2つの医療法人が応募。3日の選定審査会で
組織の規模や医師の確保などを考慮した結果、

奈良県の医療法人「仁誠会」が指定管理者の候補に選ばれた。
審査会は10月10日までに病院の管理者である白石市の山田裕一市長に選定結果を答申する予定。

10月05日 河北新報
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10月06日 河北新報



- 14 -

10月06日 河北新報
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刈田総合病院（宮城・白石市）の公設民営化
奈良県の医療法人を指定管理者とする案が正式に決定する見通し

https://www.mmt-tv.co.jp/nnn/news105nr4pqvjyexw0godi.html
10月06日 ミヤギテレビ

経営難から公設民営化が検討されてい
る白石市の刈田総合病院について、奈良
県の医療法人を指定管理者とする案が1
0月17日にも正式に決定する見通しとな
った。
6日刈田総合病院の公設民営化に関す

る審査会は、現在病院を管理する白石市
の山田裕一市長へ、奈良県の医療法人「仁
誠会」を指定管理者とする案を提出した。
刈田総合病院は白石市・蔵王町・七ヶ

宿町の1市2町で作る組合が運営してい
るが、経営難のため来年4月から公設民
営で運営される予定。

「仁誠会」は医師確保の実績などから指定管理者の候補に選ばれたとのこと。
1市2町の組合は10月17日に臨時議会を開き、可決された場合は仁誠会が指定管理者として正式決

定する。

来年4月市立病院としてスタート
白石市・刈田総合病院の指定管理者に奈良県の医療法人を答申〈宮城〉

https://nc.ox-tv.co.jp/news/detail/2022100600007
10月06日 仙台放送

来年4月から「公設民営化」を目指す、白
石市の公立刈田総合病院について、指定管
理者の選定審査会は候補に選出した、奈良
県の医療法人を10月6日、市長に答申しまし
た。
白石市にある公立刈田総合病院は白石

市、蔵王町、七ヶ宿町でつくる組合が運営し
ていて、来年4月から公設民営の市立病院と
してスタートすることが決まっています。
病院の指定管理者について、6日に開かれ

た組合の会議の中で、選定審査会は先日候
補として選出した奈良県の医療法人・仁誠

会を、組合の管理者である白石市の山田裕一市長に答申しました。

白石市 山田裕一 市長
「管理者として本日の答申は、非常に重いものであると受け止めている」

10月17日に開かれる組合の臨時議会の議決を経てその後、協定が結ばれる予定です。


